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（昭和57年9月1日現在）

世帯数49，662世帯（前月比34世帯増）

人口157，231人（前月比203人増）

男78，538人

女78，693人

出席者

こ
の
夏
、
近
畿
の
青
年
四
百
三
十
八
人
が
日

本
海
を
渡
っ
て
訪
中
。
こ
の
第
三
回
近
畿
青
年

洋
上
大
学
は
、
八
月
十
日
舞
鶴
か
ら
出
港
、
天

津
、
北
京
、
蘇
州
な
ど
中
国
各
都
市
を
訪
問
し
。

八
月
二
十
四
日
神
戸
港
に
着
く
ま
で
の
十
五
日

間
の
日
程
で
、
洋
上
研
修
で
は
連
帯
を
深
め
、

中
国
で
は
青
年
た
ち
と
友
好
親
善
を
果
た
し
て

帰
国
し
ま
し
た
。
市
で
は
、
青
少
年
の
健
全
育

成
事
業
の
一
環
と
し
て
、
こ
の
洋
上
大
学
参
加

者
に
今
回
か
ら
費
用
の
一
部
を
補
助
。
こ
の
制

度
を
利
用
し
た
五
人
の
青
年
が
池
本
市
長
を
囲

ん
で
、
洋
上
大
学
の
成
果
と
抱
負
を
語
り
ま
し

た
。織戸敦子さん（学生・広野町桐生谷）

石原弘さん（地方公務員・宇治小桜）

大賀久美子さん（中学校教員・伊勢田町名木）

松村登美子さん（中学校講師・神明宮東）

小粥達朗さん（自営業・木幡東中）
池本正夫宇治市長

矢野悟（司会）

（教育委員会青少年対策室長）

増井繁一（助言）

（教育委員会青少年専門指導員）

報告座談会

▲無錫市体育館でのスポーツ交歓会

ひ
た
む
き
な
姿
に
感
動

ス
ポ
ー
ツ
で
青
年
と
交
歓

－
天
津
、
北
京
そ
し
て
南
の
上

海
、
無
錫
、
蘇
州
と
五
都
市
夕
見

て
こ
ら
れ
て
、
中
国
大
陸
の
印
象

は
ど
つ
で
し
た
か
。
（
司
会
）

石
原
中
国
の
人
の
目
は
澄
ん

で
い
て
、
街
も
活
気
に
あ
ふ
れ
、

う
つ
ろ
げ
に
歩
い
て
い
る
人
な

ど
一
人
も
見
か
け
ま
せ
ん
で
し
た
。

織
戸
天
津
の
じ
ゅ
ラ
た
ん
工

場
で
は
、
分
担
さ
れ
た
一
角
の
し

し
ゅ
う
に
も
ぐ
も
ぐ
と
取
り
組
む

女
性
の
姿
に
感
動
し
ま
し
た
。
こ

寝
食
を
共
に
し
仲
間
づ
く
り
学
ぶ

の
分
担
は
ず
っ
と
奪
幻
ら
な
い
の

だ
か
ら
驚
き
ま
す
。

ま
た
、
中
国
で
は
男
女
差
別
も

ｉ

織戸敦子さん

な
く
、
女
の
人
も
同
じ
条
件
で
た

く
ま
し
ぐ
生
き
て
い
る
姿
は
、
何

と
な
ぐ
毎
日
が
過
ぎ
て
い
く
と
感

活
動
の
場
の
提
供
を

自
己
啓
発
と
交
流
の
二
週
間

1
洋
上
大
学
で
学
ば
れ
た
こ
と

は
何
だ
っ
た
の
で
し
よ
ラ
か
。
今

後
の
抱
負
皇
ら
め
て
お
聞
か
せ
ぐ

だ
さ
い
。
（
司
会
）

小
粥
人
と
の
接
し
方
、
仲
間

の
つ
く
り
方
を
学
ん
だ
点
で
す
。

き
つ
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
中
で
寝

食
？
と
も
に
し
、
旧
来
の
友
だ
ち

の
よ
7
な
つ
な
が
ａ
が
で
＞
ｍ
＞
の

が
最
大
の
収
穫
。
日
常
牛
活
か
ら

ん

《
Ｖ
。

・
‘
ノ
小
｀
Ｓ

解
き
放
た
れ
、
近
畿
の
同
世
代
の

若
者
の
考
政
方
を
知
る
と
と
も
に

自
分
か
見
つ
め
た
二
週
間
で
し
た
。

青
少
年
の
団
体
に
は
い
ま
の
と
こ

う
ｍ
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
な
ん

ら
か
の
形
で
社
会
参
加
し
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
ず
。

松
村
異
っ
た
年
齢
、
職
種
の

若
者
が
集
ま
っ
て
仲
問
つ
く
り
を

し
ま
し
た
。
小
学
校
、
中
学
校
と

今
ま
で
に
考
え
て
き
た
こ
と
と
同

じ
だ
っ
た
け
れ
ど
、
そ
れ
が
人
生

の
課
題
で
も
あ
る
と
い
う
こ
と
を

共
に
感
じ
台
え
た
の
が
な
に
よ
り

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
宇
治
か

ら
参
加
し
た
者
で
「
近
洋
命
を

作
っ
て
集
ま
っ
て
い
き
た
い
し
、

私
の
所
属
し
て
い
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
サ
ー
ク
ル
も
準
備
段
階
で

す
か
、
大
き
な
場
に
出
て
い
っ
て

活
動
で
き
る
ぶ
つ
に
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
乖
ｙ
。

中国の印象

じ
て
い
た
私
に
は
強
烈
な
印
象
で

し
た
。
物
質
的
に
は
貧
し
く
て
も

明
る
い
の
で
す
。
改
め
て
自
分
の

生
活
が
恵
次
れ
す
ぎ
て
い
る
と
実

感
し
ま
し
た
し
、
し
っ
か
昨
生
き

よ
う
と
思
い
ま
し
た
。

大
賀
上
海
で
訪
れ
た
少
年
宮

は
う
ら
や
ま
し
い
も
の
で
し
た
。

日
本
で
言
え
ば
ク
ラ
ブ
活
動
を
少

年
宮
専
属
の
先
生
が
指
導
さ
れ
て

い
て
、
子
ど
も
は
自
分
の
好
き
な

こ
と
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
□
わ

成果と抱負

－
青
年
の
社
会
参
加
の
条
件
づ

く
り
に
つ
い
て
の
意
見
も
、
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
。
（
司
会
）

石
原
ぼ
ぐ
は
、
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
活
動
の
中
で
、
少
年
団
ど

う
し
の
巡
携
づ
ぐ
り
に
洋
上
大
学

で
の
成
果
か
返
し
て
行
こ
2
旭

い
未
丁
。
し
か
し
、
活
動
す
る
場

ｍ
＞
つ
と
提
供
し
て
欲
し
い
で
ｈ

ね
。
与
え
ら
れ
た
場
を
き
っ
か
け

に
、
青
年
が
ま
と
ま
っ
て
い
く
こ

と
も
あ
り
ま
す
か
ら
。

大
賀
勤
労
青
少
年
の
集
次
れ

る
京
都
市
の
「
青
年
の
ぎ
の
よ

シ
な
の
が
宇
治
市
に
も
あ
れ
ば
参

加
し
た
い
と
思
い
毒
了
。

の

＼

2

大賀久美子さん

織
戸
私
は
幼
稚
園
の
と
准
か

ら
市
外
へ
通
っ
て
い
て
、
宇
治
の

雨
田
川

松
村
私
は
恐
ろ
し
ぐ
思
っ
た

Ｉ
争
一

松村登

の
で
す
よ
。
舞
踊
の
指
先
ま
で
そ

ろ
っ
て
い
る
し
、
笑
顔
も
定
形
化

さ
れ
て
い
て
。

市
長
十
億
と
も
言
シ
人
民
を

一
つ
の
思
想
で
統
一
し
て
い
る
の

で
す
か
ら
そ
う
い
5
面
も
あ
り
ま

す
。
ト
妬
し
、
底
力
を
秘
め
て
い

る
と
も
言
え
未
了
ね
。

―
船
上
交
歓
会
や
無
錫
市
体
育

▲船上での研修風景

地
域
に
友
だ
ち
も
な
ぐ
、
今
ま
で

何
と
も
思
っ
て
孝
ま
せ
ん
尹
巡

が
、
も
し
気
軽
に
集
え
る
青
年
の

場
が
あ
れ
ば
、
参
加
し
た
い
と
思

う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

増
井
世
界
の
青
年
の
中
で
、

地
域
へ
の
愛
着
が
も
っ
と
も
薄
い

の
が
日
本
の
青
年
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
今
脚
ば
、
ザ
ぴ
日
々
友
好

に
つ
と
め
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。
そ

し
て
、
そ
の
場
と
な
る
よ
う
な
条

館
で
の
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
会
で
中
国

青
年
と
の
友
好
は
深
ま
り
ま
し
た

か
。
（
司
会
）

小
粥
船
上
の
交
歓
会
は
百
人

の
青
年
を
招
い
て
の
晩
さ
ん
会
で

し
た
が
、
儀
礼
的
な
も
の
で
深
い

話
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

松
村
ス
ポ
ー
ツ
交
歓
会
は
、

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
よ
く
取
り
組
め
て

成
功
だ
っ
た
と
思
い
季
ｙ
。
街
で

去
年
交
歓
試
合
に
出
た
と
い
う
人

に
「
が
ん
ば
っ
て
ぐ
だ
さ
い
。
見

に
行
き
康
ｙ
」
と
声
を
か
け
β
れ
、

シ
れ
し
か
っ
た
で
す
。

織
戸
三
千
八
の
観
衆
の
中
で

の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
試
合
は
緊
張
し

ま
し
た
。
で
も
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
交
流
で
冪
と
と
は
感
激
で

す
。件

を
ぜ
ひ
、
市
長
に
も
考
え
て
い

た
だ
参
た
い
と
思
い
ま
ゐ
。

市
長
貴
重
な
体
験
を
地
域
、

地
元
に
返
し
て
い
く
こ
と
が
大
事

で
す
。
個
人
の
努
力
で
は
む
ヂ
か

し
い
だ
う
？
し
、
行
政
と
し
て
も

組
織
夕
通
じ
て
模
索
す
る
必
要
が

あ
り
季
応
。
ふ
屡
の
活
動
と
し

て
、
み
な
さ
ん
が
近
洋
会
を
つ
く

っ
て
お
β
れ
る
し
、
意
見
交
換
や

行
政
へ
の
意
見
な
ど
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

国
際
化
時
代
か
福
沢
、
青
年
が

国
際
交
流
を
深
め
、
団
体
生
活
の

中
か
ら
自
立
と
連
帯
の
精
神
を
学

ぶ
こ
と
等
、
そ
う
い
う
意
味
で
洋

上
大
学
は
交
流
の
場
で
あ
り
、
で

き
る
だ
け
多
く
の
青
年
に
行
っ
て

も
ら
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
回
か
ら
実
施
し
た
費
用
の
補
助

制
度
も
維
持
、
発
展
さ
せ
て
い
き

た
い
と
考
凡
て
い
ま
ず
。

ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
み
な
さ

ん
と
意
見
交
換
し
た
い
も
の
で
す
。

若
い
み
な
さ
ん
の
多
方
面
で
の
活

躍
か
早
窒
ヂ
。

103

近畿青年

洋上犬学
に参加して
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九
月
二
十
一
日
か
ら
清
掃
週
間

が
は
じ
ま
り
ま
ｙ
。
美
し
い
自
然

と
清
潔
な
街
は
、
私
た
ち
す
べ
て

の
願
い
で
す
。
。

み
な
さ
ん
は
、
空
か
ん
な
ど
の

ご
み
を
車
の
窓
か
ら
な
に
気
な
く

ポ
イ
と
捨
て
た
り
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。
投
げ
捨
て
ら
れ
た

ご
み
は
、
市
や
住
民
の
み
な
さ
ん

の
努
力
で
清
掃
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
投
げ
捨
て
は
あ
と
を
た

火災予防

万⑤

秋
の
行
楽
シ
ー
ズ
ン
の
到
来

で
す
。
ご
家
族
多
ろ
っ
て
の
旅

行
や
運
動
会
な
戸
外
出
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
未
了
。

し
か
し
、
楽
し
さ
が
先
に
立

9
月
2
1
日
か
ら
清
掃
週
間

た
ず
、
公
園
や
広
場
は
ご
み
に
ょ

ご
さ
れ
て
ぃ
ま
ず
。

私
た
ち
の
生
活
が
豊
か
に
な
る

に
っ
れ
、
年
々
ご
み
の
量
は
増
え

続
け
て
ぃ
4
ｙ
。
そ
こ
で
少
し
で

も
ご
み
を
減
ら
于
た
め
、
こ
の
機

心
一
に
も
う
一
度
ご
み
の
問
題
か
み

ん
な
で
考
ぺ
話
し
合
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

▽
ご
み
を
減
ら
す
に
は

一
、
す
ぐ
に
ご
み
に
な
る
も
の
を

ち
、
忘
れ
が
ち
に
な
る
火
の
元

へ
の
ち
。
つ
と
し
た
心
く
ば
り
。

「
楽
し
か
っ
た
思
い
奎
胴
に
、

帰
宅
す
る
と
、
我
が
家
が
火
事

買
い
込
ま
な
い
ぷ
？
心
が
け
£

し
ょ
う
。

二
、
家
具
・
電
気
製
品
、
子
芦
も

用
・
叩
な
ど
で
不
用
な
も
の
か
貧
一

い
に
交
換
し
た
り
、
譲
っ
た
り

し
ま
し
ょ
う
。

三
、
び
ん
類
は
、
買
っ
た
店
に
返

す
の
が
一
番
、
返
さ
れ
た
び
ん

は
再
び
利
用
さ
れ
未
了
。

四
、
過
剰
包
装
は
ｉ
！
Ｊ
み
聚
増
や
し

未
ｙ
。
買
い
物
に
袋
奮
持
っ
て

着実に進む古紙回収事彙（府営西大久保団地で）

な
る
と
き
は
、
次
の
こ
と
を
習

慣
。
つ
け
ま
し
ょ
う
。

〇
使
っ
た
火
や
ガ
ス
コ
″
ク
、

電
気
の
ス
イ
″
チ
を
確
か
め

行
楽
シ
ー
ズ
ン
　

火
事
に
ご
用
心

に
で
も
な
っ
て
い
た
ら
…
…
」

留
守
宅
か
ら
の
火
事
は
、
発
見

が
お
そ
ぐ
、
大
火
災
に
な
り
ま

す
。日

ご
み
か
ら
、
お
出
か
け
に

る
。

○
屋
外
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
。

Ｏ
家
か
惑
け
る
ま
蔭
、
隣
近

所
に
よ
く
た
の
ん
で
お
く
。

い
く
よ
う
日
ご
ろ
か
ら
の
心
が

け
が
大
切
で
す
。

五
、
食
事
の
残
り
も
の
が
で
な
い

よ
う
料
理
に
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

こ
の
ぷ
フ
に
し
て
、
市
民
一
人

ひ
と
ひ
が
ご
み
の
量
夕
減
ら
す
こ

と
が
で
き
れ
ば
、
市
で
処
理
す

る
費
用
が
節
約
で
き
、
そ
の
分
の

経
費
を
他
の
公
共
事
業
に
蒙
コ
こ

と
が
で
孝
泳
す
。
ま
た
、
埋
め
立

て
地
か
そ
れ
だ
け
長
く
使
う
こ
と

が
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
ず
。

資
原
の
再
利
用
は
、
資
源
の
保

護
に
つ
な
が
り
ま
ず
。
そ
こ
で
市

で
は
、
ご
み
の
量
と
処
理
す
る
費

用
を
少
し
で
も
抑
え
る
と
と
も
に

再
資
源
｀
一
ほ
か
る
た
め
、
古
紙
回

収
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
で
。
こ

の
事
業
は
、
町
内
会
な
ど
の
協
力

忿
入
て
確
か
な
足
と
旦
丿
凭
で

い
ま
ず
。
今
後
と
も
一
層
ご
協
力

く
だ
さ
い
。
（
清
掃
課
）

公民館のおしらせ

○宇治市公民館…宇治里尻ｉの9（ａ＠2804）

○宇治市木楷公民館…木幡内畑34の7（豊Ｒ8290）

○宇治市小倉公民館…小倉町寺内91（ｎｉｇ4687）

Ｏ
身
体
の
不
自
由
な
人
や
幼
児

″
け
残
し
て
外
出
し
な
い
。

（
宇
治
市
消
防
本
部
）

案
内

就
業
構
造
基
本
調
査

1
0
月
1
日
現
在
で
、
就
業
構
造

基
本
調
査
奮
犬
施
し
ま
ず
。

こ
の
調
査
は
、
雇
用
対
策
な
ど

行
政
の
基
礎
資
料
と
な
る
統
計
を

作
る
た
め
に
全
国
的
擢
聊
存
わ

れ
る
も
の
で
す
。
、

市
内
で
は
、
約

4
0
0
世
帯
が
統
計

的
手
法
や
選
ば
れ
、
9
月
下
旬
に

調
査
員
が
伺
い
求
心
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
未
了
。
（
企
画
課
）

京
都
府
施
設
見
学
会

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
8
日
俐
、
午
前

9
時
～
午
後
4
時
半
Ｖ
見
学
先
・
ミ

伏
見
港
公
園
、
京
都
府
庁
、
植

物
園
、
太
陽
が
丘
Ｖ
対
象
・
幽
2
0

歳
以
上
の
市
内
在
住
者
（
子
ど
も

婦人学級日程

同
伴
は
不
可
）
Ｖ
定
員
・
・
5
0
人
▼

申
込
み
・
：
は
が
き
に
住
所
、
氏
名

年
齢
、
性
別
、
職
業
、
連
絡
先
電

話
番
号
を
書
い
て
、
宇
治
地
方
振

興
局
総
務
課
（
宇
治
若
森
7
の
6
）

へ
、
1
0
月
8
日
消
印
有
司

（
。
宇
治
地
方
振
興
局
）

風
し
ん
予
防
接
種

▼
と
亭
：
1
0
月
1
日
倒
、
午
後

2
時
～
3
時
半
▼
と
こ
ろ
・
・
・
保
健

医
療
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
・
：
学
校
な

ど
刄
ｙ
け
＞
＆
れ
な
か
っ
た
中
学
2

・
3
年
生
女
子
（
今
泉
函
肺
か

ら
風
し
ん
と
診
断
さ
れ
た
人
は
除

く
）
。
（
保
健
衛
生
課
）

地
域
整
備
計
画

策
定
協
議
会

宍
地
蔵
・
末
幡
地
域
〉
Ｖ
と

章
：
9
月
2
7
日
囲
、
午
後
7
時
3
0

分
～
9
時
4
0
分
▼
と
こ
ろ
…
木
幡

公
民
館
二
階
学
習
室
。

日程― 内容

1 10月2日出
開講式｀学級を進めるにあたって

2 10月9日ｃｔ）歴史からみた婦人のあゅみ1

3 10月16日出
歴史からみた婦人のあゅみ2

4 10月23日出
婦人をとりまく社会の状況

5 10月30日出婦人と杜会参加

6 11月13日出婦人にとって労働とは

7 11月20日出
婦人労働の現状と問題点ｌ

8 11月27日出
婦人労働の現状と問題点2

9 12月4日出女が働く意味

10 12月11日田学習のまとめ

婦
人
学
級

。
婦
人
の
基
本
的
な
自
立
と
は

何
か主

に
勤
労
婦
人
を
対
象
に
婦
人

学
級
を
開
孝
ま
ず
。

▽
日
穆
：
右
表
▽
時
間
…
午
後

Ｃ
Ｍ
時
～
4
時
▽
と
こ
ろ
・
：
宇
治
市

公
民
館
・
：
講
師
・
：
愛
知
女
子
短
期

大
学
講
師
・
石
月
静
男
兄
▽
定

員
・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▽
申
込
み

・
：
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
と
「
婦
人
学
級

希
屏
と
書
い
て
宇
治
市
公
民
館

へ
▽
保
育
Ｚ
・
学
習
中
2
歳
以
上
の

そ
Ｅ
拓
人
（
先
着
順
）
を
保
育

Ｌ
蚤
す
。
受
講
申
込
み
時
に
、
幼

児
名
と
性
別
、
生
年
月
日
を
書
い

て
申
込
ん
ｐ
ｖ
だ
さ
い
。
た
だ
し

お
や
つ
代
と
し
て
5
0
0
円
が
必
要
で

す
。

名
作
映
画

鑑
賞
会

日
曜
日
の
ひ
と
と
き
名
作
映
画

か
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

7
酋
＝
・
1
0
月
3
日
間
マ
と
こ

ろ
…
木
幡
公
民
館
＝
午
前
1
0
時
か

ら
、
牢
治
市
公
民
館
ａ
午
後
2
時

か
ら
、
小
倉
公
民
館
＝
午
後
7
時

か
ら
▽
上
映
作
品
・
―
・
幸
福
の
黄
色

い
ハ
ン
カ
チ
（
上
映
時
間
1
時
間

4
8
分
）
。

人
形
劇

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

参
加
団
体
募
集

人
形
劇
グ
ル
ー
プ
が
交
流
し
、

協
議
心
一
は
公
開
が
原
則
で
、
住

民
の
み
な
さ
ん
は
傍
聴
で
き
乖
ｙ
。

（
企
画
課
）

市
民
総
合
体
育
大
会

弓
道
の
部

▼
と
き
・
：
1
0
月
1
1
日
側
▼
と

こ
ろ
―
：
陸
上
自
衛
隊
関
西
地
区
補

給
処
弓
道
場
▼
競
技
内
容
…
ｅ
近

的
（
個
人
・
団
体
戦
併
用
）
女
子
。

男
す
上
級
・
初
級
、
（
団
体
Ｉ
チ
ー

ム
叉
）
、
（
…
）
遠
的
、
男
子
上
級
・

初
級
（
6
0
メ
ー
ト
ル
）
女
子
（
5
0

メ
ー
ト
ル
）
参
加
料
・
・
・
幸
生
2
0
0
円
、

社
＜
！
Ｈ
人

4
0
0
円
▼
申
込
み
・
：
9
月
3
0

日
ま
で
に
、
は
が
き
に
圧
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
、

段
位
、
称
号
、
団
体
戦
は
チ
ー
ム

名
、
立
順
位
を
書
い
て
、
河
野
弥

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
表
し

あ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

▽
と
き
・
：
Ｈ
月
2
8
日
閣
▽
と
こ

ろ
…
宇
治
市
公
民
館
3
階
大
心
一
議

室
▽
第
1
回
準
備
会
・
・
・
1
0
月
9
日

出
、
午
後
1
時
か
ら
宇
治
市
公
民

館
▽
申
込
み
・
問
い
＜
［
ｌ
Ｃ
＼
－
2
0

月
5
日
ま
で
に
宇
治
市
公
民
館
へ
。

成
人
大
学
講
座

～
民
衆
か
ら
み
た

歴
史
1
（
古
代
）
～

「
民
衆
か
ら
み
た
歴
史
1
（
古

代
を
中
心
）
」
に
つ
い
て
の
成
人
大

学
講
座
を
開
き
康
ｙ
。

▽
日
程
…
左
表
▽
時
間
・
・
・
午
後

7
時
Ｆ
9
時
▽
と
こ
ろ
―
・
・
宇
治
市

公
民
館
▽
講
師
・
・
・
宇
治
市
文
化
財

保
護
委
員
・
山
田
良
三
さ
ん
▽
定

一
さ
ん
（
小
倉
町
蓮
池

1
0
9
－
1
5
）

へ
。
（
市
民
体
育
課
）

ス
ポ
ー
ツ
ひ
ろ
ぱ

Ｖ
と
き
…
9
月
2
5
日
出
、
午
後

1
時
Ｖ
と
こ
ろ
：
大
久
保
小
学
校

▼
内
容
…
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
▼
参
加

料
…
無
料
▼
運
動
の
で
き
る
服
装

で
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。（

市
民
体
育
課
）

高
齢
者

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

▼
と
き
・
・
・
1
0
月
3
Ｅ
㈲
、
午
前

1
時
か
ら
▼
と
こ
ろ
・
・
・
府
立
山
城

総
合
運
動
公
園
Ｖ
参
加
資
格
・
・
・
市

内
在
住
の
6
0
歳
以
上
の
人
で
編
成

さ
れ
た
チ
ー
ム
（
男
女
混
成
可
）

▼
試
｛
男
法
・
・
・
予
選
リ
ー
グ
及
び

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
▼
参
加
料
ミ
無
料

▼
申
込
み
・
問
い
角
石
せ
…
9
月

2
4
日
ま
で
に
市
民
体
育
課
。

（
市
民
体
育
課
）

員
・
：
3
0
人
（
先
着
順
）
▽
申
込
み
・
：

は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

職
業
、
電
話
番
号
と
「
成
人
大
学

講
座
希
屏
と
書
く
か
電
話
で
宇

治
市
公
民
館
へ
。

花
と
緑
を
楽
し
む

園
芸
植
物
展

暮
β
し
に
潤
い
を
も
た
ら
す
園

芸
植
物
の
展
示
会
か
行
い
ま
罵

出
品
さ
れ
岑
園
芸
植
物
か
寡
集

し
ま
ず
。

▽
と
き
…
1
0
ぼ
1
6
日
出
、
午
前

9
時
～
午
後
5
時
。
1
7
日
間
、
午

前
9
時
Ｉ
午
後
ｔ
時
▽
と
こ
ろ
…

小
倉
公
民
館
▽
出
品
作
品
申
込
み

…
9
日
2
1
日
1
1
0
日
（
Ｍ
日
ま
で
に

小
倉
公
民
館
へ
。

成人大学講座日程

日程 内容

1 10月5日（火
開講式講座を進めるにあｔ：って

2 10月ｌ2日（火）原日本人のくらし

3 10月19日（■≪
稲作のはじまり（日本文化のｉｌＳｉｉＪｉＯ

4 10月26日（火）魏志に書かれた日本一稚馬台国はどこか

5 11月2日（■Ｗ古墳をつくらされた人々（埴綸と殉葬）

6 Ｕ月9剛火
騎馬民族の征服はあったか

7 11月16Ｂ（火
装飾壁画は何を語るか

8 11月24Ｓ困
神武天皇は誰か－建国記念日を考える

9 ｌｌ月30日火
平城京の役民一天平文化をＭえた人々

10 12月7日図学習のまとめ

育
成
学
級協

力
金
の
改
定

市
の
育
成
学
級
は
、
現
在
十

九
小
学
校
。
二
十
八
学
級
で
開

設
し
、
児
童
約
千
百
人
を
対
象

に
放
課
後
の
安
全
と
健
全
育
成

＊
）
ｆ
ｉ
ざ
し
て
進
め
て
い
未
了
。

こ
の
事
業
は
、
昼
間
不
在
家

庭
児
を
対
象
に
、
市
の
独
自
施

協力金の改定表

策
と
し
て
設
け
て
い
る
も
の
で

す
。
し
か
し
ど
れ
に
要
す
る
経

費
も
年
々
増
大
し
、
ふ
礒
も
こ

の
事
業
を
継
続
発
展
さ
せ
る
た

め
、
九
月
よ
り
協
力
金
を
や
む

な
ぐ
改
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
（
社
会
教
育
課
）

協力金算定表（月額）
区分

定義 第1子第2子 第3子以降

1
前年度分の市町村民祝の所碍創

ｉａ≪’ｉｏ．ｏｏｉ円以

上の世補

（円）3．200
円）1．600

（円）1．100

2
前年度分の市町村民祝の所得割

鯖か10．000円以下の世帯2，4001．200 800

3
前年度分の市町付民挺のうち勾

等割額のみの世帝 1．600 800 600

4

＊．ｉ≪保護世帯、母子世帝、前乍

度分の市町村尺祝非課Ｍ世帯と

これらに小じる世帯

0 0 0

わ
が
家
の自

慢
料
理
募
集

市
で
は
、
健
康
に
よ
い
料
理
、

ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
た
料
理
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
秘
伝
の
料
理
な

ぺ
わ
が
家
の
自
慢
料
理
か
募

集
し
ま
ず
。

こ
れ
は
、
1
0
月
2
3
ｍ
’
2
4
日
、

2
5
日
に
開
く
予
定
の
Ｊ
羽
費
生

（注）この表において「第2子」及ぴ「第3子

以降」とは、同一世帯に属する児ｉｔか同
時に2人以＞．’ｆｒｓ！ｉ；学級に人級している

鳩合において、それぞれ当康入級児衰

の2人目及ｔ／3人目以健の者をいう。

活
展
。
＼
＾
展
示
発
表
し
て
い
た

だ
ぐ
も
の
で
、
お
気
軽
に
応
募

く
だ
さ
い
。

▽
応
募
方
法
―
・
・
自
慢
料
理
の

名
ま
え
、
材
料
と
作
ひ
方
、
料

理
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
な
ど

を
4
0
0
字
詰
原
稿
用
紙
に
Ｍ
Ａ
｝
め

て
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
書
い
て
、
1
0
月
2
日
ま
で
に

商
工
観
光
課
消
費
牛
活
係
へ
。

（
商
工
観
光
課
）

子
ど
も
の
本
連
続
講
座

子
芦
も
と
す
ぐ
れ
た
本
と
の

出
会
い
は
、
子
μ
石
の
豊
か
な

子どもの本連続講座日程

川 Ｕ程 時間 場所 テー＝ 講師

①10／ｌ吻10～12時 11 絵本のえらび方とすすめた

い絵本

人阪市立中央図書館司書

限巳義幸さん

② 10／121・幻10～12時難釘 よみきかせの大匂Ｊさと、上

予なやり方

「京都！・どもら本の学校」運営委Ｍ

吹田恭子さん

③
10／26（＊）10－12時

児重よみものの迦ぴ方とす

すめ方

京ｆｔ市中央Ｂ1書館児童室粁1雌役

古見淑子さん

④ 11／801）1時30分～3時30分 科学よみものを・よもう
大阪無臭女了短大教授

ｆＳ＋こＷｌ’．イさん

情
操
と
入
間
性
の
育
成
に
と
っ

て
非
常
に
大
切
で
す
。

宇
治
市
民
図
書
館
で
は
、
子

μ
も
の
Ｍ
連
続
講
座
を
開
催
し

Ｊ
手
。

お
気
軽
に
ご
参
加
ぐ
だ
さ
い
。

▼
旦
程
・
場
所
と
テ
ー
マ
・
：
上

表

▼
申
込
み
・
：
各
講
座
日
の
2
日

前
ま
で
に
宇
治
市
民
図
Ｉ
ｔ
ｉ

（
’
‘
⑤
4
0
4
9
）
へ
。

▼
保
育
…
―
回
目
及
び
2
回
目

の
講
座
の
み
、
2
歳
以
上
の

幼
児
1
0
人
を
保
育
し
ま
ず
。

く
わ
Ｌ
で
は
申
込
み
時
に
。

（
市
民
図
書
室
）

104

ご
み
の
な
い
美
し
い
街
に

催
し
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